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C2 層出土資料にみる有田南川原窯産高品質製品の製作技術

髙島 裕之（専修大学文学部）

１．はじめに

　南川原山。有田の中では酒井田柿右衛門家が陶業を営

んだ窯場として知られている。消費地では、「肥前磁器」

という大きな枠組みの中で生産地推定が行なわれること

もある。しかし、この地域で生産された一部の高品質製

品について、主に 1670 年代～ 90 年代を中心として他の

有田の窯の製品と区別できる例がある。すなわち「柿右

衛門」、「藍柿右衛門（藍柿）」、「柿右衛門様式」、「典型

的な柿右衛門様式」、「広義の柿右衛門様式」、「延宝様式」

などと呼ばれている一群である。この年代には大川内山

で作られるいわゆる鍋島焼を除いて、南川原山が有田の

高品質製品をリードして焼成していた。つまり上記の一

群は、「南川原山様式」と１つにまとめて考えて良い。

　東京大学医学部附属病院病棟地点 C2 層出土の資料に

は、当時をリードした南川原山様式の製品が多く含まれ

ている。この資料については、九州近世陶磁学会、近世

陶磁研究会などで発表され、近世肥前磁器編年の修正の

起因ともなった。今回はその南川原窯産の高品質製品を

詳細に観察し、その製作技術に触れながら資料について

評価を加えてみたい。

２．南川原窯の概要

　最初に生産地についてふれておきたい。現在の有田町

の南西部に位置するのが南川原地区である。磁器の原料

地、泉山の発見に伴ない有田窯業の核となった内山地区

と相対する外山地区の一角をなしている。内山地区より

も有田川の下流にあたり、農地として利用されてきた町

の南西端までの一帯の地域が、「南川原」とよばれてい

る。南へいくほど標高が高く、上南川良川の流域沿いに

上流（南）から、上南川原山、下南川原山、平地に出て

南川原と３つの小地区に分けることができる。

　現在遺跡として登録され 17 世紀後半に操業していた

窯跡は、下南川原山地区に属する南川原窯ノ辻窯、平床

窯、柿右衛門窯、上南川原山地区に属するムクロ谷窯、

樋口窯がある。南川原窯ノ辻窯、柿右衛門窯の物原出土

陶磁器の変遷をたどると、併行した操業期の中で共通す

る変化がみられる。双方の窯に同種、同品質の製品もみ

られることから、陶工同士の交流も考えられる。１つの

推測として、同時に操業していた窯の双方に、同じ陶工

集団が焼成室を所有し生産を行ない、海外輸出も含めた

多大な需要量に対応した可能性が想定できる。

３．南川原窯の製作技術

　南川原地区では、一部の資料について、高品質の製品

を厳密な一定の水準に基づいて作るための技術を昇華さ

せる形で、「南川原山様式」が誕生した。特に成形の際

の型打ちや、筆での施文の際の輪郭線の変化が、同品質

の製品を一定の水準に基づいて作るために多用され、洗

練されていった。

（1）型打ち成形

　型打ち成形は、ロクロ成形で丸く仕上がった後に、半

乾きの状態で型に入れ、一手間加える方法である。日本

の磁器生産の開始と共に、同じ器形を製作する成形方法

として、型を用いた技術が導入されたが、高品質を保持

するうえでも利用されるようになった。型打ちは型を用

いた施文も可能であり、複数製品の装飾を同質に仕上げ

ることができる。また型打ちをすることで高台付近を叩

き締めるため、焼き割れも少なくなるという。特に 17

世紀後半以降の南川原山では顕著にみられる工夫であ

り、現在もその技術は継続して保存されている。

（２）施文法の変化

　17 世紀後半の中で染付製品における筆を用いた施文

時の工夫をみると、文様の輪郭線に太線から細線への変

化がみられる。理由として文様の筆致が同じようにみえ

るようにするため、不安定な太線より細線が選ばれたの

であろう。さらに細線と共に文様の種類に合わせた輪郭

線の線種の使い分けや、中を塗る濃みに段階的な色調を

用いるなど、表現の選択肢も増加させている。

　また空間を埋めることで、その空間の各文様の没個性

化を図り、施文の粗を補う例がある。この方法は 18 世

紀以降も多用されている。

　輪郭線を整える工夫として、仲立ち紙の使用がある。

仲立ち紙は線描き（輪郭線）の文様を写すのに使われる

が、南川原地区では、南川原窯ノ辻窯と柿右衛門窯の
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製品の中で使われたことが指摘されている（山本文子  

2010. ｐ .36-37）。

　現在の今右衛門窯では、施釉前の下絵付、本焼き後の

上絵付のそれぞれで、仲立ち紙を用いている。しかし線

描きの際にはただなぞるだけではなく、描く時に全体の

絵柄を見ながら雰囲気を意識してバランスを取り、葉の

形を丸くするか細くするのか、などが考えられている。

線１本でも違えば、雰囲気や絵柄が変わるといい、線の

太さに気を遣うという。あまりにも線がきっちりしすぎ

て、一定の太さの線であると素っ気ないので、流れのあ

る味のある線を描くことを心掛けているという。近世の

描き手も、基本的に文様を写す際には、写すことそれ自

体が大きな目的ではなく、それぞれの製品の全体の運筆

に気を配って、輪郭線を描いていると考えられ、これが

揃いの製品の施文の中での同質の幅を生み出している。

　以上のように、器形、そして装飾の見た目について、

高水準の中で同品質を保つための製作技術をみることが

できる。そしてその同品質の幅も、まったく同じ物を求

める現在の我々の感覚に、より近い形で突き詰められて

いたのではないだろうか。つまり 17 世紀後半の南川原

窯で洗練された技術は、上質の揃いの製品を製作するた

めの技術とも言い換えることができる。

３．C２層出土資料の検討

　では C ２層の出土資料について、南川原窯の製品と

の比較という視点からみていきたい。南川原窯ノ辻窯の

物原では、1650 年代末の段階から上質な皿へと製品の

主体が変わる。C ２層の資料では、製品の主体が変わり

「南川原様式」が確立される以前の 1650 年代 ~1660 年代

の製品についてもみることができるが、中心となるのは

1670 年代 ~1682 年の製品と考えられる一群である。発

表者が成形、施釉の処理、施文などの視点や窯跡資料と

の共通点から、1670 年代以降の製品について、南川原

の製品と考えているのは次の通りである。

　染付、色絵染付では 618、625、626、629、631、632、

633、634、637、639、641、646、650、651、652、653、

655、656、665、666、667、668、669、670、671、672、

673、674、675、676、680（684）、681、685、696、

697、699、700、701、708、709、710、715、717 で あ

る。1670 年代以前の 17 世紀中頃以降の製品を加えると、

617、619、620、621、622、624、627、636、638、640、

642、654、657 も含む。下線は型打ち成形の製品であり、

それが多用されていることが確認できる。

　窯跡の資料との比較では、南川原窯ノ辻窯、柿右衛門

窯で出土する異体字銘と一致する例が 618、626、655、

656、671、672、675、680（684）、699、710 である。こ

の銘の例は、未報告資料の中では 7 寸以下の皿のみでは

なく、大きいサイズの鉢の底部にも確認できる。文様

やデザイン、型の一致では、618（柿右衛門窯 1 次調査

CO43（B 窯第 10 室北側物原）トレンチ 6 層、鳳凰文）、

668（佐賀県立九州陶磁文化館の南川原窯ノ辻窯調査（大

橋 1986.Fig.6-5）、雨降り文、五弁花文）、641（柿右衛門

窯３次調査 B 窯第 7・8 室北側物原横断トレンチ 2 層、

花文）、681（九州陶磁文化館の南川原窯ノ辻窯調査（大

橋 1986.Fig.9-14）、同じ型）がある。他に高台を高くす

る例として 637、685 があり、同種の例は柿右衛門窯、

南川原窯ノ辻窯の製品に一定量みられる。過去に大川内

山以前の南川原の御道具山を考える際にいわゆる鍋島焼

に近い例として例示されたこともあるが、高台を高くす

る器形そのものが、高品質磁器製品の一形態であろう。

　C ２層の資料同士で染付文様が共通する例としては、

雨降り文（650、667、668）、竜または鳳凰＋牡丹唐草

（618、626）、 竜 牡 丹 文（651、673）、 桜 流 水 文（632、

633、675）、桐文（629、717）、七宝文（653、655）など

がある。そして雪輪文＋牡丹唐草文という内外面文様の

組み合わせ、高台内銘が一致する例が、複数器種にわたっ

てみられる（652、671、680（684）、710）。高台内銘は、

南川原特有とされている例である。これらは 7 寸以下

の器種であり、大型品の中には確認できないことが特徴

である。おそらく膳のうえで、同時にセットで使用でき

る大きさの製品群と推測される。この製品は一括で注文

されたと共に、同じ窯内で生産された商品が一括で受容

されている様子が反映されている。「揃いの器」という

概念を考えた時に、同形の製品の数量が揃っているとい

うことの他に、同じ柄の製品について様々な器種をセッ

トで揃えて使っていたということが挙げられる。施文技

術の進歩によって、その双方に南川原の生産技術が対応

していると考えられる。他に主文様だけではなく、外面

文様が唐草以外で共通する例もある。外面に枝鳥文を描

く例は、667、674、676 があり、大英博物館所蔵資料に

みられる例は、南川原特有の銘が配されている（資料番

号 Franks. 1289.+）。

　また現在も完全な形で残る博物館所蔵資料との類似例

は、発掘調査報告書にも掲載されているが、新たに源右

衛門窯古伊万里資料館の資料と一致する例を確認した。

　白磁では 623、628、630、647、648、660、661、663、

682、702、703、704、705、711、712、734、742、743

である。下線は型打ち成形の製品であり、型打ちによる
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施文も多用される他、線彫りの例（630、742、743）が

確認できる。乳白色の白磁が多く、また口銹装飾を伴な

う例が確認できる。乳白色の素地に色絵を施した例は確

認できない。他に単色釉の青磁、瑠璃釉の例では 658、

659、662、713、735 がある。683 も富士山型の型を使う

糸切細工成形で、素地が白色であり可能性がある。658

は九州陶磁文化館の南川原窯ノ辻窯調査で同じ口縁形を

持つ白磁が確認されている（大橋 1986.Fig.6-10・12）。

　このように C2 層出土資料として、発掘調査報告書に

掲載されている肥前産（有田産）の皿の多くが南川原窯

産であり、寸法も基本的に 7 寸以下に限定されることが

解る。それらは複数個体出土している例が多い。そして

特に染付に関して、文様、銘款の共通性がみられること

は、C ２層の資料の一部について、同じ窯で生産された

製品が、大量に受容された様子を物語っていることも考

えられる。

４．南川原窯製品の受容のあり方の
　　多様性 
	

　南川原山の製品は、海外に輸出され、「Kakiemon」が

広く受けれられた。現在も各地でコレクションが残存し

ており、イギリス、ドイツでのコレクションは、わが国

でも著名である。オランダ国内では東部のツウィクル城

（Twickel Castle）のコレクションが知られており、室

内装飾、実用品として使用された南川原窯の製品が、染

付・色絵共にセットでみることができる。わが国の C2

層の出土資料とは相違点があり、特に乳白色の白磁に施

された色絵がまとまってみられる点、全体としてサイズ

が 7 寸皿を中心とし、やや大きい傾向がみられる点であ

る。つまり南川原窯に求められた製品の種類について、

注文の相違があると考えられる。C2 層での南川原窯製

品の分析を通して海外のコレクションと比較すること

で、漠然と「国内向け」、「海外向け」といわれてきた製

品の区別について、明確にできる可能性がある。

５．まとめ

　以上、最後に全体をふりかえり、C ２層の有田南川原

窯製品についてまとめていく。17 世紀後半の南川原窯

で洗練された技術の内容は、上質の揃いの製品を製作す

るための技術である。これらの技術が用いられた皿、特

に寸法が基本的に 7 寸以下に限定された例が、単体で出

土するのでなく、複数個体で C2 層では確認できる。さ

らに同じ器形だけではなく，複数の器形を網羅する形で、

内外面文様の組み合わせ、銘款が一致する例がある。同

じ窯で生産された製品が大量に受容されている様子が窺

え、コレクションとしての趣向も垣間見えるということ

ができる。いっぽう同じ皿という器形を例にして、国内

外で形成されたコレクションを比較すると、明らかに趣

向の違いがみられる。つまり、C2 層の資料は大名屋敷

の御殿空間で使われた器の実像を明らかにできることは

もとより、国内外の受容に対応した南川原窯の高品質製

品生産の全体像を明らかにしていくうえで、要となる資

料である、と位置づけることができるのである。
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